
- 9 -

海 外 出 張

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

杜 明遠 地球環境部 中国 地表面条件と風送ダスト発生の関係解明に 要請出張H 1 4 . 4 . 4
関する調査研究 ～ 理化学研究所H14.4.25

地球環境部 アメリカ アメリカ自然人類学会に出席 研究推進費デイビッド・ H 1 4 . 4 . 9
H14.4.15スプレイグ ～

吉本真由美 地球環境部 中国 大気 の増加が生産力と水利用に及ぼ 交付金プロジェCO2 H14.4.10
す影響の予測に関する調査研究 ～ クトH14.4.20

鈴木 文彦 アルゼンチン 法による大豆急性枯死症の発病機構 要請出張生物環境安全部 PCR H14.4.24
H14.5.22 JIRCASの解明に関する調査研究 ～

岡 三徳 韓国 遺伝子組換え体の環境安全性評価セミナー 要請出張生物環境安全部 H14.4.28
への参加 ～ 韓国生物科学・H14.4.30

工学研究所

小林 和彦 地球環境部 中国 大気 の増加が生産力と水利用に及ぼ 交付金プロジェCO2 H14.5.14

す影響の予測に関する調査研究 ～ クトH14.5.22

須藤 重人 地球環境部 インドネシア （環境化学と毒物学に関する国際 研究推進費InSECT H14.5.18
H14.5.23会議）2002に出席 ～

松本 直幸 トルコ 第７回植物病原菌生物防除ワーキンググル 研究推進費生物環境安全部 H14.5.21
H14.5.28ープ会議に出席 ～

西村 誠一 地球環境部 中国 温帯高山草原生態系における炭素動態と温 要請出張H14.5.24
暖化影響の解明に関する研究 ～ 国立環境研究所H 1 4 . 6 . 3

杜 明遠 地球環境部 中国 第12回水土保全学会国際大会に出席 研究推進費H14.5.26
H14.5.31～

荒城 雅昭 スペイン 第４回国際線虫学会に出席 研究推進費生物環境安全部 H 1 4 . 6 . 7

H14.6.16～

吉田 睦浩 スペイン 第４回国際線虫学会に出席 研究推進費生物環境安全部 H 1 4 . 6 . 7
H14.6.16～

長谷部 亮 化学環境部 ノルウェー 第７回細菌遺伝学・生態学シンポジウムに 研究推進費H14.6.14
H14.6.20出席 ～

星野 裕子 ノルウェー 第７回細菌遺伝学・生態学シンポジウムに 研究推進費生物環境安全部 H14.6.14
H14.6.20出席 ～

研 究 ・ 技 術 協 力
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

岡本 勝男 地球環境部 ポルトガル 危機解析と災害軽減におけるコンピュータ・ 要請出張H14.6.18
シミュレーションに関する国際学会に出席 ～ 東京大学H14.6.23

陽 捷行 理事長 中国 日中国交正常化30周年記念農業シンポジウ 要請出張H14.6.26
H14.6.29 JIRCASム及び日中農業技術研究開発センター開所 ～

式に出席

依 頼 研 究 員

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H14.5.27酒井 治 食料生産予測チーム 傾斜地における養分流出予測北海道立根釧農業試験場
H14. 9.30～

H 1 4 . 6 . 3小川 恭弘 長崎県総合農林試験場 昆虫生態ユニット 微小害虫の生理活性物質に関する研究

H14. 8.30～

H 1 4 . 6 . 3稲坂恵美子 鳥取県農業試験場 土壌生化学ユニット 農地への有機物施用が水環境並びに作物生理

H14. 8.30に及ぼす影響 ～

H 1 4 . 6 . 3宮崎 成生 栃木県農業試験場 水質保全ユニット 流域における水質浄化機能の評価と養分管理
H14.11.29指針への提言 ～

技 術 講 習

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H 1 4 . 4 . 1塩谷純一朗 東京農業大学大学院 微生物分類研究室 微生物の分類・同定

H15. 3.31～

H 1 4 . 4 . 1安達 理恵 千葉大学 微生物分類研究室 ムギ類等の葉上微生物の分類、同定

H15. 3.31～

H 1 4 . 4 . 1堀元 栄枝 新潟大学大学院 化学生態ユニット ヘアリーベッチのアレロパシー活性と雑草防
H15. 3.31除技術 ～

H 1 4 . 4 . 1沼田 慎一 東京農工大学大学院 土壌微生物利用ユニ キチナーゼ遺伝子導入細菌によるバイオコン
H15. 3.31ット トロール技術の開発 ～

H 1 4 . 4 . 1片岡 智 茨城大学大学院 土壌微生物利用ユニ キチナーゼ遺伝子導入細菌によるバイオコン

H15. 3.31ット トロール技術の開発 ～

H 1 4 . 4 . 1大野 雅弘 茨城大学 土壌微生物利用ユニ キチナーゼ遺伝子導入細菌によるバイオコン
H15. 3.31ット トロール技術の開発 ～

H 1 4 . 4 . 1吉光寺徳子 筑波大学大学院 土壌生化学ユニット 有機肥料の植物への効果についての検討方法
H15. 3.31～
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氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H 1 4 . 4 . 1蕪木佐衣子 筑波大学大学院 重金属動態ユニット 水環境試料中の重金属元素等の測定
H15. 3.20～

H 1 4 . 4 . 1河上 強志 筑波大学 環境化学物質分析研 河川および湖沼における水、懸濁物質、底質
H15. 3.20究室 中の農薬濃度の測定技術の取得 ～

H14.4.23小橋 有里 筑波大学大学院 土壌微生物利用ユニ 抗生物質耐性遺伝子の土壌中での分布と遺伝
H15. 3.31ット 子拡散に関する研究 ～

NMR H 1 4 . 5 . 1山口 紀子 東京大学大学院 化学生態ユニット を用いた土壌中の植物生育阻害成分の

H14. 9.30構造解析 ～

H 1 4 . 5 . 1杉澤 真悟 東京農業大学 微生物機能ユニット 環境微生物の多様性解析技術の修得
H15. 3.31～

H 1 4 . 5 . 1藤谷 千賀 東京農業大学 微生物機能ユニット 環境微生物の多様性解析技術の修得
H15. 3.31～

H14.5.11VillaJoselito 岐阜大学大学院 微生物機能ユニット 環境微生物の多様性解析技術の修得

H15. 3.31Evangelista ～

H 1 4 . 6 . 3森脇 丈治 独立行政法人農業技術 微生物分類研究室 植物由来細菌の同定および保存方法
H14. 6 . 7研究機構中央農業総合 ～

研究センター

その他の研究・研修

氏 名 所 属 種 類 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H 1 4 . 4 . 1叢 敏 重点研究支援 派遣研究員 生態システム研究グ リモートセンシング技術の高度化によ

H14.12.31協力員事業 ループ る陸域植物生産量の推定 ～

H 1 4 . 4 . 1石塚 直樹 重点研究支援 派遣研究員 生態システム研究グ リモートセンシング技術の高度化によ
H14.12.31協力員事業 ループ る陸域植物生産量の推定 ～

H 1 4 . 4 . 1冨久尾 歩 重点研究支援 派遣研究員 生態システム研究グ リモートセンシング技術の高度化によ
H14.12.31協力員事業 ループ る陸域植物生産量の推定 ～

H 1 4 . 4 . 1穴沢 道雄 重点研究支援 派遣研究員 生態システム研究グ リモートセンシング技術の高度化によ

H14.12.31協力員事業 ループ る陸域植物生産量の推定 ～

H 1 4 . 4 . 1永谷 泉 重点研究支援 派遣研究員 生態システム研究グ リモートセンシング技術の高度化によ

H14.12.31協力員事業 ループ る陸域植物生産量の推定 ～

COP6 H 1 4 . 4 . 1永井 秀幸 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H14. 4.30協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開
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氏 名 所 属 種 類 滞在する研究室 課 題 名 期 間

COP6 H 1 4 . 4 . 1山田 智康 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H15. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

COP6 H 1 4 . 4 . 1小野 圭介 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温

H15. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～
ベースの展開

COP6 H 1 4 . 4 . 1韓 光紘 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H15. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

H 1 4 . 4 . 1古林 章弘 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の
H15. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H 1 4 . 4 . 1西原 英治 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の
H15. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H 1 4 . 4 . 1ZahidaIqbal 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の

H15. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H 1 4 . 4 . 1中島 江理 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の
H15. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H 1 4 . 4 . 1Mohammad 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入，侵入植物の
H15. 3.31MasudParvez 協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H 1 4 . 4 . 1Hyun-Kyung 韓国祥明大学産 外国人受入研 景観生態ユニット 農業生態系における緑地管理形態の変

H15. 3.30Kang 業科学研究所 究者 化による周辺植生変動予測 ～

JSPS H 1 4 . 4 . 1Weiguo 外国人 温室効果ガスチーム 安定同位体法を用いた二酸化炭素の濃
H16. 3.31Cheng 特別研究員 度増加が水田土壌からのメタン発生に ～

及ぼす影響

H 1 4 . 4 . 2Mario ブラジルパラ 外国人受入研 土壌生化学ユニット 窒素の循環及び窒素汚染の実態把握と

H14. 4.25Miyazawa ナ州立農業研 究者 対策 ～
究所

COP6 H 1 4 . 5 . 1吉越 恆 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温

H15. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～
ベースの展開

H 1 4 . 5 . 5Yong-Kwang 韓国農村振興 外国人受入研 温室効果ガスチーム 農地における土地利用と肥料管理に伴
H14. 5.11Shin 庁農業科学技 究者 う温室効果ガスの発生要因の解明と発 ～

術院 生抑制技術の開発

H 1 4 . 6 . 3Mathias 国際稲研究所 外国人受入研 土壌生化学ユニット 低リン酸耐性イネにおける遺伝子の微
H14. 7.10Wissuwa 究者 細マッピング ～

JSPS H14.6.21Warsim アリガー・ム 外国人 線虫・小動物ユニッ 農業環境に棲息する土壌線虫の分類・
H15. 4.20Ahmad スリム大学 招へい研究者 ト 同定及び多様性に関する研究 ～

（インド） （長期）


